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　　11月3日（祝日）、地域交流センターで出発式を行いました。（約200名）

　　来賓の新発田市教育長（代理、築井教育部長）、新発田警察署長の激励をいただいた後、校区代表による健やかな子どもを育てる地

　域づくりなどに向けた決意表明を行いました。

　　終了後、市内統一3会場（カルチP一センター、ジャスコ、コモタウン）と各地区で、啓発用チラシやティッシュを配布しました。
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◆　市民会議では、“大人が変われば、子どもも変わる”を基本としていまず。
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ここでは、子どもたちから学ほうと、子どもたちが、「大人たちや大人たちの社会をどうみているか」　　・・

「大人たちの姿から、何をどのように感じているか」を述べてもらいました。
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七葉中学校区（グランドゴルフ）
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